
広域避難者支援 in東京 

東日本大震災支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



荒川区について 荒川区人口 

 206, 431人 

     
105,761世帯 

面積
10.20km² 

  

東日本大震災支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



荒川区社協が把握する区内に避難されている方 

 ４３世帯 １１６名   ２５年３月１日現在  

福島県３３世帯８２名  
南相馬市4世帯 9名 いわき市6世帯17名   双葉郡富岡町7世帯18名 
双葉郡大熊町1世帯2名 双葉郡双葉町2世帯4名  
双葉郡浪江町5世帯13名 双葉郡広野町1世帯2名 田村市1世帯2名 
福島市2世帯6名 二本松市1世帯3名 郡山市1世帯 2名 不明2世帯4名 

 
岩手県３世帯５名 
下閉伊郡山田町 1世帯2名 釜石市1世帯2名 陸前高田市 1世帯 

 
宮城県２世帯５名 仙台市1世帯2名  宮城郡松島町1世帯3名 
 
茨城県２世帯６名ひたちなか市1世帯2名日立市1世帯4名 

 
未登録３世帯１8名 
※高齢者１８名 障がい児者５名  家族介護者７名 こども１７名 
               

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



  

6世帯 
１０名 

8世帯23名 

６世帯 
１５名 

 
18世帯 58名 

そのうち町屋６丁目アパート 
１7世帯４8名 

 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



東日本大震災後の支援活動  
       

 
  1. 被災地支援の募金活動 
 
 2. 救援物資の区民からの募集、送付 
 
 3. 被災地などへの職員派遣 
 
 4. 区民の被災地支援活動への協力 
 
 5. 区内避難者への支援活動 
 
 6. 支援活動の報告 
  
 

東日本大震災支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



区内避難者への支援活動のスタート  
• ３月１7日 区総合相談窓口から福島県原

発事故により着の身着のままで避難し
てきた７人家族の衣類を  

• ３月２４日 緊急小口資金貸付 など 
 

区民から被災地、被災者に何か支援
をしたいという声がたくさん寄せられた 

区内避難者災支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



• 自転車・洗濯機、冷蔵庫等の生活物資がほしい 
・区の事業等に参加するための送迎 
・近所のお店などの情報やマップがほしい 

・病院を紹介してほしい 
・網戸・エアコン・扇風機がほしい  
・長距離の歩行が困難な障がいのある方から 

  電動車いすがほしい 

 

自転車商組合からのリサイクル自転車の提供 

区民に呼び掛け必要な生活用品の募集 

ボランティアの派遣 など 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



６月19日 日経新聞販売所より都内観光招待で
初めての交流 

 



荒川区って東京じゃないみたい 
 「荒川区は、自分達の住んでいた町とあまり
かわらず、ほっとした」 

 「みんな親切で、声をかけてくれてとても暮ら
しや すい」 

 「病院も近くにあり、車椅子ごと行かれるの
で便利」 

 「物価も安くてよかった」 

 と私達に言ってくれるけど、 

 本音は、「早く、もとのところへ帰りたい.....」と
いう思い.... 

 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



東京都の孤立化防止事業を受託 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 

• 専従のコーディネーターをおき、戸別訪問事
業における避難者と相談員のコーディネート、
関係機関との支援ネットワークの構築、避難
者への情報提 

• ・戸別訪問事業 相談員の設置 元民生委員
児童委員による避難者戸別訪問 

・避難者サロンの設置 

・被災地等の情報提供・啓発普及事業 
 

 



区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 

生活応援
市 被災地地域情報 

＆各地方新聞 

区民から寄せられた 
応援物資 

交流
会 



一
杯
飲
み
な
が
ら
交
流
会 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



最初は様々な世代が交流会に一緒に集ったけれど、平成２４年
度から様々なバリエーションで交流会を実施 

 

イー・アクセス社員によるバーベキュー大会 
 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



ホテルラングウッドからの年３回の会食 
イベントに招待 

• 若い世代の避難者も参加 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



平成２４年９月からスタート 

自主サロン町屋６丁目ミニサロン 
• 毎月第４金曜日に開催 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



地域の自治会・ふれあいポリス・傾聴Vとのつながりを
つくりながら、避難者交流会を  自分達の手で運営 

• 代表の井餘田さんと自治会長 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



弁護士会による相談もサロンで 
• サロンの時に、弁護士が参加 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



福島県いわき市からの避難している遠藤さんを 
コーディネーターとして採用 
・同じ立場で相談を受けたり、情報を提供したり、 
 特に若い世代の人達へのメールで情報交換・子育て交流 
 など  

・町屋６丁目住宅の居住者については、 
 世話役の井餘田さんが、毎週２回届く 
 「福島日報」「福島民報」の 回覧のしくみをつくり 
あわせて各家庭の状況を把握 

・町屋６丁目ミニサロンのお知らせや自治会 
 等に関わることもニュースをつくり配布 

区内避難者支援活動 
荒川区社会福祉協議会 



• 被災直後の状況と、２年経過してからのニーズは、
大きく変化 

  最初は、被災者のニーズと支援者の思いをつな
ぐことに力をいれてきた 

  
 
  
  
 

・お世話になるばかりの存在ではなく、自分達も   
地域のために力を注ぎたいという思い 
・避難者一人ひとりのニーズに 寄り添うことが求  
められている 
・なにげない話やつぶやきから、ニーズをキャッ   
チすることを大切に 
・顔を合わせ、話を 聞く機会を多くもつことで 信頼 
関係を築くこと  


	広域避難者支援 in東京
	荒川区について
	荒川区社協が把握する区内に避難されている方� ４３世帯　１１６名　　　２５年３月１日現在　
	スライド番号 4
	東日本大震災後の支援活動　
	区内避難者への支援活動のスタート 
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	荒川区って東京じゃないみたい
	東京都の孤立化防止事業を受託
	スライド番号 11
	一杯飲みながら交流会
	最初は様々な世代が交流会に一緒に集ったけれど、平成２４年度から様々なバリエーションで交流会を実施�
	ホテルラングウッドからの年３回の会食�イベントに招待
	平成２４年９月からスタート�自主サロン町屋６丁目ミニサロン
	地域の自治会・ふれあいポリス・傾聴Vとのつながりをつくりながら、避難者交流会を　　自分達の手で運営
	弁護士会による相談もサロンで
	スライド番号 18
	スライド番号 19

